
数学演習問題

問 1

図の直方体で、AB = 6、FG = 10、CG = 5である。
このとき、次の問いに答えなさい。

(1) 対角線 AGの長さを求めなさい。
(2) Aから Gまで BF 上の点 P を通って糸を巻きつけた。
糸が最も短くなるとき、その長さを求めなさい。

解答欄
(1) (2)
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解答

(1)
√

161
(2)

√
281
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解説

(1) 対角線 AGはそのまま求めるのではなく、三平方の定理を使って平面の対角線を求めることを
繰り返す。

i

三角形 ADCに注目する。
△ADC ほ直角三角形であり、AD = 10、DC = 6なので、三平方の定理より

AC2 = AD2 + DC2

= 102 + 62

= 100 + 36
= 136

∴ AC =
√

136

∗
√

136 = 2
√

34であるが、あとで 2乗するのであえて√
136のままで良い。

ii

△ACGに注目する。
△ACGは直角三角形であり、AC =

√
136、CG = 5なので、三平方の定理より
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AG2 = AC2 + CG2

=
√

136
2

+ 52

= 136 + 25
= 161

∴ AG =
√

161

(2) 立体で考えるとわかりづらい。「糸を巻きつける問題」は平面である展開図上で考える。
図のように、糸は面 ABFEと面 BCGFを通る。展開図上に糸を描き込むと下の図のようにな

る。ただし、他の面は関係ないので面 ABFEと面 BCGFのみを描いている。
ここで、「糸が最も短い場合」とは糸が直線になっているときなので、AGが直線。したがって
色がついている部分は直角三角形である。△AEGに三平方の定理を当てはめると、
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AG2 = AE2 + EG2

= 52 + (6 + 10)2

= 52 + 162

= 25 + 256
= 281

∴ AG =
√

281
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